
 
大分類意見交換会 定例議題 

 
１．オンライン開催について 

(1) オンライン開催の改善点等をお聞かせください。 
(2) オンライン開催にあたり、参加しなかった方の不参加の理由をご存知でしたらお聞かせく

ださい。 
(3) コロナ終息後に、例えば春はオンライン、秋は現地など、交互に開催形態を変えて開催する

ことについて、どう思いますか。賛成・反対の理由をお聞かせください。 
 

２．大分類分科、中分類分科の再編についての検討 

講演が 15 件未満の中分類については再編をご検討ください。 

（１） 中分類再編について 具体的な提案がありましたらご連絡ください。大分類意見交換会において、

再編しても問題ないと判断された中分類については、次の春の講演会から再編したいと思います。 

（２） 大分類再編について 大分類についても中分類まで見渡すと重複があります。大分類が作られた

歴史的な経緯や事情もあると存じますが、投稿する側から見て見通しのよい大分類にすることを考慮

の上、各大分類におきまして、現在の大分類の課題をご議論ください。 

（３）次回講演会でのコードシェアセッションの実施の可能性についてご検討下さい。 

 

３．プログラム編集委員選出・交代の承認 選出、交代がある場合は、大分類意見交換会で承認ください。 

 

 

＜講演会からのご連絡＞ 

以下は、近年講演会で変更があった事項について記載しております。ご承知おきください。 

 

１．シンポジウムの提案方法が 2019 年秋講演会より変わりました（提案⇒審議⇒申請⇒審議⇒開催承認） 

(1)提案： シンポジウムの概要をご提案いただきます。 

(２)審議： 提案内容を審議いたします（提案書提出期限 2021 年 4 月 19 日（月））。 

テーマなどの重複がある場合は統合していただくなど調整します。 

(3)申請： 「(2)」で概要が承認されましたら、プログラムを含めた詳細な申請書をご提出いただきます。 

(4)審議： 講演会企画・運営委員会にて審議いたします（申請書提出期限 2021 年 5 月 17 日（月））。 

(5)承認： 「(4)」でシンポジウムの開催が承認されます。 

※従来よりも提案書の提出期限が早くなりますので、大分類意見交換会にてシンポジウムの計画状況

をご確認いただき、事前調整をお願いいたします。 

 

２．シンポジウムの協賛金はそのシンポジウムに参加する講演者の旅費に充てることができるので、積極

的に協賛金を集めていただければ幸いです。 

 

３．分科会や研究会が企画するチュートリアル 

(1) チュートリアルを活性化させるため、2019 年秋講演会より分科会・研究会等が企画するチュートリア

ルについては、チュートリアル参加費から、かかった費用を除いた残りを、企画した分科会・研究会

等の収益にしております。 

 

 



 
４．次回秋季講演会について 

 現地開催（名城大）か、オンライン開催かの判断は、４月初旬に最終決定いたします。 

現地開催の場合は、口頭、ポスターともに通常の現地開催の運営方法で開催し、展示会も通常

規模で募集する予定です。なお、シンポジウムは録画をし、会期後にオンライン配信をする予定

で、現地に来られない講演者は Zoom を使っての発表も可とする予定です。 
オンライン開催の場合は、今春と同様の開催方法を踏襲する予定です。 


